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　Performs a survey of special education coordinator of public elementary and junior high schools, was 
aimed to understand the recognition of the coordinator role performance. As a result of factor analysis, 
the factor of individual educational plan consider, experts take advantage, information sharing, harmonious 
management has been extracted. In the school factor, towards the elementary school than junior high school 
individual educational plan and experts take advantage, information sharing is signiﬁcantly higher scores. In 
the information sharing, harmonious management, it is more of the students number less than 500 students 
higher score than the 500 or more students. In the coordinator factor, information sharing was higher the score 
of school nurses than teachers. In addition, from the description of the problem, it was thought necessary to 
examine the approach of the school committee of management and coordinator.
Key words
　special needs coordinators, role performance, school factor, special needs coordinator factor
The Recognition of  Role Performance Among Special Needs Coordinators at 
Public Elementary  and Junior High Schools: 
A Consideration of the School Factors and lssues Related to Special Needs Coordinator
KOSHIKAWA, Kazue,  HAGA, Akiko and KAWAMURA, Hisashi
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小学校の概要 学校数 中学校の概要 学校数
小学校数 73校 中学校数 33校
児童数 生徒数
100人未満 2校 100人未満 0校
100人以上～200人未満 2校 100人以上～200人未満 0校
200人以上～300人未満 8校 200人以上～300人未満 1校
300人以上～400人未満 13校 300人以上～400人未満 9校
400人以上～500人未満 15校 400人以上～500人未満 7校
500人以上～600人未満 13校 500人以上～600人未満 9校
600人以上～700人未満 10校 600人以上～700人未満 2校
700人以上～800人未満 5校 700人以上～800人未満 4校
800人以上 5校 800人以上 1校
特別支援学級もしくは 特別支援学級もしくは
通級指導教室 あり 29校 通級指導教室 あり 14校
なし 44校 なし 19校
コーディネーター1名体制 55校 コーディネーター1名体制 32校
　　　　　　　　2名体制 18校 　　　　　　　　2名体制 1校
対象コーディネーター人数 73名 対象コーディネーター人数 33名
コーディネーターの職名 コーディネーターの職名
教諭 56名 教諭 29名
養護教諭 17名 養護教諭 4名
年代
20代 14名 20代  1名
30代 22名 30代  4名
40代 18名 40代 11名
50代 14名 50代 15名
60代 2名 60代 　2名
不明 1名
腰川 一惠　芳賀 明子　河村 久 研究論文　小・中学校の特別支援教育コーディネーターの役割遂行についての認識
― 65 ―
Table2　特別支援教育コーディネーターの校内支援体制の意識の因子分析の結果

















































































































Ⅳ .235 .234 .502
Table3　学校要因（学校種別，児童生徒数別）における各因子の平均値
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t値
小学校（n=73） 中学校（n=33）
個別指導計画検討因子 2.26 0.38 1.78 0.43 5.85***
専門家活用因子 2.30 0.53 1.95 0.60 3.05***
情報共有因子 2.38 0.33 2.06 0.40 4.31***
円滑運営因子 2.60 0.38 2.58 0.40 0.21
児童生徒数499人以下（n=54） 児童生徒数500人以上（n=52）
個別指導計画検討因子 2.15 0.46 2.08 0.44 0.81
専門家活用因子 2.25 0.53 2.13 0.61 1.08
情報共有因子 2.37 0.35 2.19 0.39 2.44*
円滑運営因子 2.68 0.38 2.50 0.42 2.01*
†ｐ<.10　*ｐ<.05　**ｐ<.01　***ｐ<.001





























平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t値
20代，30代（n=42） 40代、50代、60代（n=63）
個別指導計画検討因子 2.21 0.35 2.05 0.50 1.97†
専門家活用因子 2.23 0.56 2.16 0.59 0.64
情報共有因子 2.32 0.30 2.25 0.43 1.04
円滑運営因子 2.49 0.49 2.65 0.34 1.81†
養護教諭（n=21） 教諭（n=85）
個別指導計画検討因子 2.28 0.42 2.07 0.45 1.88†
専門家活用因子 2.20 0.47 2.19 0.60 0.10
情報共有因子 2.43 0.31 2.24 0.39 2.03*
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３．まとめと今後の課題
　コーディネーターの役割遂行として，個別の指導計画作成や
専門家の活用，校内の情報共有，校内委員会の円満運営が抽出
され，これらは学校種や児童生徒数，職種による影響があるこ
とが示された。コーディネーターの役割が連絡調整のみではな
く，個別の指導計画の作成といった児童生徒への指導助言に及
んでいることが示されたと言える。このようにコーディネータ
ーの求められる役割をとらえる１つの調査としては意義があっ
たと考えるが，本調査の項目は十分にコーディネーターの役割
をとらえきれていると言いきれない。さらに，調査項目を精選
し，コーディネーターの役割遂行の変化を検討していきたい。
また，公立小・中学校では，今後はコーディネーター自身がど
のように体制の中で役割を持ち，動くのか，そのために何を理
解し，情報を得て，研修を行っていくことが必要であるのかを
考えていく段階にある。今後は，学校におけるコーディネータ
ーの実践を通してこれらの課題を解決するための具体的な方策
を検討していく必要がある。
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